
  

             

「
銀
杏
並
木
」 

銀
杏
並
木
の
親
里
大
路
で
、「
ホ
コ
テ
ン
リ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
三
日
間
に
延
長
さ
れ
、
夜
間
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
大

勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
去
年
の
「
ホ
コ
テ
ン
リ
」
で
、
今

も
胸
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
の
は
、
閉
校
に
伴
い
廃
部
と
な
っ
た

「
天
理
教
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
」
最
期
の
勇
姿
で
す
。
往
年
と
は

比
べ
よ
う
の
な
い
少
人
数
編
成
で
し
た
が
、
沿
道
の
温
か
い
拍
手
に

迎
え
ら
れ
、
堂
々
と
行
進
す
る
若
者
達
に
胸
が
あ
つ
く
な
り
ま
し
た
。 

思
え
ば
百
年
前
、「
教
祖
四
十
年
祭
」
の
頃
、
一
万
人
を
越
え
る
「
別

科
生
」
達
の
登
下
校
、
近
年
で
は
真
夏
の
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」

プ
ー
ル
サ
イ
ド
行
事
や
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
行
き
交
う
人
々
を
一

世
紀
に
亘
っ
て
、
銀
杏
並
木
は
優
し
く
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
月
二
十
五
日
に
迎
え
る
「
青
年
会
総
会
」、「
お
ぢ
ば
が
え
り
強

調
日
」
に
も
、
親
里
大
路
の
銀
杏
並
木
は
人
、
人
、
人
で
溢
れ
か
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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立教１８６年 

１１月２３日 

髙
安
詰
所
だ
よ
り 

９８７期生 ＩＮ ホコテンリ 



詰
所
行
事
予
定
（
十
二
月
） 

一
日 

修
養
科
第
九
九
０
期
生
入
科 

四
日 
詰
所
常
会 

八
日 

に
を
い
が
け
実
動 

十
二
日 

勤
務
者
修
練 

十
四
日 

お
つ
と
め
勉
強
会 

十
七
日 

直
轄
祭
参
拝
（
大
教
会
） 

二
十
三
日 

大
教
会
月
次
祭
参
拝 

二
十
六
日 

本
部
月
次
祭
参
拝
者
受
入 

 
 
 
 
 

教
会
長
登
殿
参
列 

二
十
八
日 

餅
つ
き 

二
十
九
、
三
十
日 

年
末
大
掃
除 

お
知
ら
せ 

・
お
ぢ
ば
が
え
り
強
調
日
（
お
か
え
り
講
話
） 

十
一
月
二
十
五
日 

・
青
年
会
総
会 

 
 

同
日
午
前
十
一
時
よ
り 

 

教
祖
百
四
十
年
祭 

お
願
い
づ
と
め (

本
部
神
殿) 

（
毎
週
日
曜
、
祝
日 

午
前
十
一
時
半
よ
り
） 

・ 
 

・
今
月
よ
り
お
願
い
づ
と
め
後
に
、
西
礼
拝
場
に
て
お
さ
づ
け
を
取
り
次 

い
で
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

お
や
さ
と
ひ
の
き
し
ん 

・
神
苑
、
境
内
地 

 
 
 
 
 

受
付
（
朝
づ
と
め
ま
な
び
終
了
後
～ 

    

・
お
や
さ
と
や
か
た
東
棟
周
辺 

受
付
（
八
時
～
十
五
時
） 

・
豊
田
山
墓
地 

 
 
 
 
 
 

受
付
（
九
時
～
十
六
時
半
） 

＊
詳
細
、
申
し
込
み
は
天
理
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
若
し
く
は
詰
所
ま
で 

よ
う
ぼ
く
講
習
会
（
九
時
～
十
六
時
）
次
回
は
十
二
月
十
七
日 

  



食
堂
よ
り
、
昼
食
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ 

年
祭
活
動
期
間
中
に
は
、
毎
週
日
曜
と
祝
日
の
午
前
十
一

時
半
か
ら
「
お
願
い
づ
と
め
」
が
つ
と
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
日
に
限
り
、
昼
食
時
間
を
現
行
の
十
一
時
半

か
ら
、
十
二
時
に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

詰
所
の
動
き 

青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊
（
十
月
隊
） 

青
年
会
で
は
今
年
、
ひ
の
き
し
ん
隊
入
隊
百
名
の
心
定
め
を
し
ま
し
た
が
、

「
布
教
の
家
」
東
京
寮
で
毎
日
孤
軍
奮
闘
、
に
を

い
が
け
に
奔
走
す
る
松
村
天
晴
委
員
長
の
思
い
に

何
と
か
応
え
よ
う
と
、
委
員
全
員
が
懸
命
に
声
を

か
け
続
け
た
結
果
、
旬
の
お
働
き
も
あ
っ
て
、
見

事
、
百
十
七
名
入
隊
の
ご
守
護
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
若
い
会
員
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
会

活
動
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ 

十
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
常
連
の
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
に
加
え
て
、
男
性
デ
ュ

オ
ボ
ー
カ
ル
。
初
登
場
の
和
製
エ
ル
ト

ン
・
ジ
ョ
ン
氏
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
。
更

に
は
飛
び
入
り
の
自
称
ボ
ブ
・
デ
イ
ラ
ン

と
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
出
揃
い
、
観
客
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
っ

て
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
賑
や
か
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

た
だ
、発
起
人
の
プ
ロ
小
鼓
奏
者
、川
島
祐
介
さ
ん
の
出
番
が
段
々

減
っ
て
き
て
、
少
々
寂
し
気
だ
っ
た
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
・
・
。 

Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
全
館
開
通
！ 

お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
。
待
望
の 

通
信
工
事
が
完
了
し
、
こ
れ
で
修 

養
科
棟
（
二
、
三
階
）
を
除
く
全 

館
に
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
が
開
通
し
ま
し
た
。



か
な
り
の
高
速
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
髙
安
詰
所
で

は
、
ス
ト
レ
ス
無
し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
存
分
に
お

楽
し
み
頂
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

「
こ
か
ん
様
に
続
く
会
」 

婦
人
会 

十
一
月
五
日
、
詰
所
に
於
い
て
婦
人
会
髙
安
支
部
主
催

「
こ
か
ん
様
に
続
く
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
会
員
さ
ん
方
は
、
支
部
長

様
の
ご
挨
拶
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
、

お
手
直
し
、
親
睦
会
を
通
し
て
、

自
分
に
で
き
る
年
祭
活
動
を
互

い
に
確
か
め
合
い
ま
し
た
。 

（
参
加
女
子
青
年
三
十
六
名
・
担
当
者
十
五
名
、
計
五
十
一
名
） 

「
和
美
の
柚
子
胡
椒
」 

 

好
評
頂
い
て
い
ま
す
髙
安
詰
所
特
製
「
和
美
の
柚
子
胡
椒
」。
ご
希
望
に
お

応
え
し
九
月
に
百
個
程
用
意
致
し
ま
し
た
が
、
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
、
目
下 

次
の
仕
込
み
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
月
二
十
六
日
に
間
に
合
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
次
第
ご
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
材
料
費
が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
帰
り
の
際
に

は
、
で
き
れ
ば
お
気
持
ち
を
添
え
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

二
年
連
続
優
勝
！ 

「
詰
所
会
」
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 
 

去
る
十
月
三
十
一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
恒

例
の
「
詰
所
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」。

我
が
髙
安
詰
所
の
所
属
す
る
三
区
代
表
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
二
年
連
続
優
秀
し
ま
し
た
。

髙
安
か
ら
選
抜
さ
れ
た
事
務
所
の
梁
取
選
手

が
全
試
合
に
フ
ル
出
場
、
超
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
連
発
し
て
、
優

勝
に
大
き
く
貢
献
し
、
見
事
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
ま
し
た
。 

発 

行 
 

天
理
教
髙
安
大
教
会
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者
詰
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発
行
者 

 

芦
田
孝
廣 

印 

刷 
 

天
理
市
守
目
堂
町
二
五
五
番
地
一 

 
 

 
 

   

℡
０
７
４
３-

６
３-

０
４
２
１ 


